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図２　異なるコーティング層の状態変化（200回摩耗後）
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摩耗試験機のご紹介
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オートモーティブワールド2014内
第４回 クルマの軽量化技術展

第2９回東京都異業種交流グループ合同交流会のお知らせ

　クルマの軽量化に必要なあらゆる素材、材料、加工技術、軽量化部
品などが一堂に出展するこの専門技術展に都産技研が出展します。
多摩テクノプラザの電子・機械グループの研究紹介や中小企業の海
外支援（広域首都圏輸出製品技術支援センター：MTEP）紹介などを
行います。ぜひご来場ください。

平成26年1月15日（水）～17日（金）10:00～18:00
（最終日は17:00終了）

●会　　場 東京ビッグサイト　西2ホール
●出展内容
 ・都産技研本部および多摩テクノプラザの紹介
　 （機能試験、開発支援等）
 ・中小企業の海外支援
　 広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）紹介
 ・電子・機械グループの研究紹介
 　　　　 　 『CFRP製環状ばねの製作と基本特性評価』
　　　　　　『ガラスの鏡面加工用砥石の試作』
●入  場  料 招待券申し込み必須で無料

　都産技研では、さまざまな業種の企業が集まり、お互いの技術や
ノウハウを提供しあい、新分野進出への方向を探る「場」となる東京
都異業種交流グループの結成支援を行っています。本年度は、本部
と多摩テクノプラザで新たにグループを結成し、現在、25のグルー
プが活動しています。

平成2６年2月1３日(木) 10：30～16：30

●会　　場 都産技研　本部（江東区青海2-4-10）

●入  場  料 無料

●お問合せ 交流連携室 産業交流係
　　　　　　TEL 03-5530-2134
　　　　　　E-mail：sangakuko@iri-tokyo.jp　

ライティングジャパン２０１４内
第６回 次世代照明技術展

　LED、有機ＥＬ、次世代照明の開発・製造に関わるあらゆる技術が
出展する国際商談展であるこの展示会に、都産技研本部の電子半導
体技術グループ、光音技術グループが出展し、研究の紹介などを行
います。同時開催で多数の展示会も行っておりますので、ぜひ足を
お運びください。

平成26年1月15日（水）～17日（金）10:00～18:00
（最終日は17:00終了）

●会　　場 東京ビッグサイト　東5ホール
●出展内容
　・光音技術グループの紹介
 　　　　　  『色見えを改善したＬＥＤ照明』
　・電子半導体技術グループの紹介
 　　　　 　 『ノイズ対策関連試験』
 　　　　 　 『電気製品の安全性試験』
　・中小企業の海外支援
　 広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）紹介
●入  場  料 招待券申し込み必須で無料

一般の方のご来場もお待ちしています。

■東京都異業種交流グループとは
　「合同交流会」は、年1回、全グループが一堂に会し、交流・情報交換
を図るイベントです。本年度は【中小企業は日本を支える力（未来に
挑む中小企業）】をテーマに開催します。当日は、①基調講演、②展示
会(自社技術、製品紹介)、③ビジネスマッチングにより交流を深めま
す。来場者とのふれあいの中で、新たなビジネスチャンスが芽生え
る場となるでしょう。

なお、詳細は都産技研ホームページ【異業種交流】をご覧ください。
http://www.iri-tokyo.jp/kouryu/

■合同交流会を開催します

【合同交流会プログラム（予定）】
１．基調講演 　　　　　　（10:40～11:40）

　 『国による中小企業の育成および支援方針』（仮題）

２．展示会（製品紹介等）　 （10:30～16:30）

３．受発注マッチング　 　（13:30～16:30）

４．名刺交換・交流会　　  （14:15～16:30）

５．懇親会（会費制） 　　   （17:00～18:40）

『TIRI NEWS 12月号（2013）』誤植のお詫びと訂正

P.6　「都産技研セクター紹介③　高度分析開発セクター」コーナー
に誤植がございました。
深くお詫びし、右記の通り訂正いたします。

　（誤）　システムデザインセクター長　上野 博志

　（正）　高度分析開発セクター長　　　上野 博志
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　スコット形摩耗試験機（図1）では、試料に一定の荷重をか
けた状態で往復摩擦させ、もみ作用によるコーティング布・
合成皮革の外観変化や、布の切断回数などが評価できます

（図2）。試料への押圧荷重や摩擦距離を変えることで、異な
る条件での試験が可能です。
装置の仕様
型　　　式：No.363（(株)東洋精機製作所製）
試験片寸法：25×120または100 mm
押 圧 荷 重：4.9～49 N（目盛間隔：4.9 N）
摩 擦 距 離：0～60 mm
摩 擦 速 度：120回/分
対 応 規 格：JIS L 1096, JIS K 6404-6

　多摩テクノプラザでは、平成25年度にスコット形摩耗試験機（JIS L1096 B法）を導入しました。今回は、多摩テク
ノプラザにある摩耗試験機（JIS L1096準拠）をご紹介します。特殊生地やフィルム素材等の摩耗性評価にお役立て
ください。

　以下にJIS L1096の各種摩耗試験機と主な評価項目をご
紹介します（図3）。
①ユニバーサル形摩耗試験機：
　規定研磨紙を用いて、摩耗回数を評価します。
②テーバ形摩耗試験機：
　規定摩耗輪を用いて、質量の減量、厚さ減少量、引張強さ低

下率、外観変化などを評価します。
③ユニホーム形摩耗試験機：
　本体付属のスチールブレードによって、摩耗回数を評価

します。
④学振形（平面台）：
　従来のJIS L0849摩擦試験機Ⅱ形（学振形）の試験片台を

曲面から平面に換え、硬質な素材の表面摩耗を評価できる
ようにしました。

　装置はいずれも一定の湿温度（20±2℃、（65±4）％r.h.）を保っ
た環境に設置しています。機器利用や依頼試験でご利用いただけ
ますので、詳しい試験方法等については、お気軽にご相談ください。

スコット形摩耗試験機 その他の摩耗試験機

ご利用にあたって

図1　スコット形摩耗試験機（左側）と
  試料の取り付け状態（右側）

図3　各種摩耗試験機上から、ユニバーサル形、
　　　　  テーバ形、ユニホーム形下段 学振形（平面台）
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